
「群馬県産野菜をおいしく食べよう！」
キャンペーン（群馬県本部）
「全農みんなの子ども料理教室」
支援プロジェクト（広報・調査部）
全農グループ会社探訪
ＪＡ全農インターナショナル㈱
（広報・調査部）

ＪＡアクセラレーター（第４期）
採択企業紹介 ②（経営企画部）
ＪＡズームイン（岐阜・ＪＡにしみの）

産直マルシェで岐阜県の農畜産物をＰＲ
（岐阜県本部）

東京・大阪で「『ココ・カラ。和歌山』ももフェア」
（フードマーケット事業部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡちばみどり

2
面

8

7

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

Web
限定

秋田県ＪＡ農業機械大展示会を開催
（秋田県本部）

湘南潮彩レモン使用の「クッキーパイサンド」
「トゥンカロン」発売（神奈川県本部）

セブン-イレブンから「飛騨ほうれんそう」
使用の商品続々と（岐阜県本部）

「山崎製パン×ニッポンエール レアチーズ
パイシュー日向夏」発売（営業開発部）

2

6

3

贈呈式に参加した４人のウクライナ留学生（2面）

ウクライナ留学生に「ふくしまの米」贈呈
食を通して福島での避難生活を支援

2022 7.4vol.1003

学びながらラッカセイの播種（はしゅ）作業をすす
める千葉県立農業大学校の学生（３面）

産直マルシェで岐阜県の農畜産物をＰＲした岐
阜県本部のブース（８面）

（福島県本部）

3面

千
葉
県
立
農
業
大
学
校
の
模
擬
会
社
と
コ
ラ
ボ

学
生
が
ラ
ッ
カ
セ
イ
生
産
か
ら
販
売
ま
で
挑
戦（
千
葉
県
本
部
）

4-5



News!

News!

ウクライナ留学生に「ふくしまの米」贈呈

「群馬県産野菜をおいしく食べよう！」キャンペーン

食を通して福島での避難生活を支援

県・味の素と消費拡大と野菜不足解消を目指す

福島県本部

群馬県本部

　
福
島
県
本
部
は
紛
争
で
学
ぶ
環
境
を
奪
わ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
学
生

を
支
援
す
る
た
め
、学
生
を
受
け
入
れ
た
東
日
本
国
際
大
学
に
6
月
10

日
、県
産「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」と
マ
ス
ク
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
群
馬
県
本
部
を
含
む
J
A
グ
ル
ー
プ
群
馬
、県
、味
の
素
㈱
の
3
者

は
、7
月
31
日
ま
で「
群
馬
県
産
野
菜
を
お
い
し
く
食
べ
よ
う
!
」キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、県
産
野
菜
の
消
費
拡
大
と
野
菜
摂
取
不
足
の
解

消
を
図
り
ま
す
。

　
い
わ
き
市
の
東
日
本
国
際
大

学
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
20

人
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、
5

月
か
ら
4
人
が
新
た
な
学
生
生

活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
福
島
県
本
部
の
金

成
広
之
副
本
部
長
か
ら「
食
を

通
し
て
留
学
生
を
支
援
し
た
い
」

と
パ
ッ
ク
入
り
の
県
産「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」6
0
0
食
分
と
不
織

布
マ
ス
ク
6
0
0
枚
を
大
学
に

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に
あ

た
り
、J
A
グ
ル
ー
プ
群
馬
の

唐
澤
透
会
長
と
味
の
素
の
立
野

哲
史
関
東
支
店
長
ら
は
6
月
9

日
、
山
本
一
太
県
知
事
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。山
本
知
事
は
群

馬
県
産
キ
ャ
ベ
ツ
や
ナ
ス
、ズ
ッ

キ
ー
ニ
が
入
っ
た
回
鍋
肉（
ホ

イ
コ
ー
ロ
ー
）を
試
食
し
、「
炒

め
た
野
菜
と
回
鍋
肉
の
た
れ
で
、

野
菜
の
甘
み
が
感
じ
ら
れ
、
い

く
ら
で
も
食
べ
ら
れ
る
」と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

　
国
は「
野
菜
の
摂
取
目
標

1
日
3
5
0
㌘
以
上
」を
推
奨

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
留
学
生
を
代
表
し
て
マ
キ
シ

ム
・
ク
セ
ン
コ
さ
ん
か
ら「
今

日
は
私
た
ち
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
学

生
の
た
め
に
、
多
く
の
寄
付
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」と
お
礼
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　
県
本
部
で
は
、「
福
島
の
米

を
食
べ
て
体
力
を
つ
け
て
い
た

だ
き
、
い
つ
か
故
郷
に
戻
っ
た

際
は
復
興
に
携
わ
れ
る
人
材
に

な
っ
て
ほ
し
い
」と
願
っ
て
い
ま

す
。今
後
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
避

難
し
た
留
学
生
な
ど
へ
の
支
援

を
行
う
予
定
で
す
。

し
て
い
ま
す
が
全
国
平
均
は

2
8
0
・
5
㌘
（
※
）で
、群
馬

県
も
摂
取
目
標
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
県

の
園
芸
農
産
物
出
荷
量
の
上
位

品
で
あ
る
キ
ャ
ベ
ツ
や
ナ
ス
な

ど
の
夏
野
菜
と
味
の
素
商
品
を

組
み
合
わ
せ
て
調
理
す
る
こ
と

で
、
野
菜
の
摂
取
量
増
加
を
目

指
し
ま
す
。

　
対
象
野
菜「
キ
ャ
ベ
ツ
・
ナ

ス
・
レ
タ
ス
・
枝
豆
・
ズ
ッ

キ
ー
ニ
」と
味
の
素
の
対
象
商
品

各
1
点
ず
つ
以
上
含
む
レ
シ
ー

ト
を
ウ
ェ
ブ
で
応
募
す
る
と
、

「
群
馬
県
産
野
菜
と
味
の
素
商
品

詰
め
合
わ
せ
」や「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ

ん
グ
ッ
ズ
」が
当
た
る
プ
レ
ゼ
ン

ト
企
画
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

緑
川
理
事
長
に
目
録
を
渡
す
金
成

副
本
部
長（
右
）

立野味の素関東支店長（左）と山本知事
（中）、唐澤会長

（
※
）２
０
１
９
年
国
民
健
康
・
栄
養

　
　

 

調
査
の
野
菜
摂
取
量
平
均
値

贈呈式に参加した4人のウクライナ留学生

専用応募
ページは
こちら
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News!

News!

「全農みんなの子ども料理教室」支援プロジェクト

千葉県立農業大学校の模擬会社とコラボ

お弁当作りのイベントに米など食材を提供

学生がラッカセイ生産から販売まで挑戦

広報・調査部

千葉県本部

　
全
農
は
6
月
4
日
、「
社
会
福
祉
法
人
新
宿
あ
し
た
会 

障
害
児
等
タ

イ
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス 

ま
い
ぺ
ー
す
」で
行
わ
れ
る
お
弁
当
作
り
の
イ
ベ

ン
ト
に
、食
材
や
レ
シ
ピ
な
ど
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
千
葉
県
本
部
は
千
葉
県
立
農
業
大
学
校
の
模
擬
会
社
と
コ
ラ
ボ
し
、

ラ
ッ
カ
セ
イ
の
生
産
振
興
を
進
め
ま
す
。初
回
と
な
る
5
月
31
日
は
同

校
の
圃ほ
じ
ょ
う場
で
ラ
ッ
カ
セ
イ
の
播は

種し
ゅ
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
2
0
1
6
年
か
ら
、

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
対

象
と
し
た「
全
農
み
ん
な
の
子

ど
も
料
理
教
室
」に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
休
止
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
毎
年
交
流
を
重
ね
、

心
を
通
わ
せ
た
子
ど
も
た
ち
や

施
設
と
の
つ
な
が
り
を
な
く
さ

な
い
た
め
に
、
施
設
で
の
お
弁

当
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
し
、

お
弁
当
作
り
に
使
う
米
や
梅
干

　
2
0
1
5
年
に
設
立
さ
れ
た

同
校
の
模
擬
会
社
は
、
将
来
の

農
業
経
営
を
想
定
し
て
生
産
か

ら
販
売
ま
で
を
学
生
自
ら
が
運

営
し
て
い
ま
す
。今
回
の
ラ
ッ
カ

セ
イ
生
産
・
販
売
は
初
挑
戦
と

な
り
ま
す
。
収
穫
後
は
地
元
の

J
A
山
武
郡
市
に
出
荷
し
、
製

品
化
し
て
販
売
す
る
予
定
で
す
。

　
当
日
は
、同
社
社
長
で
研
究
科

2
年
の
長
澤
光
輝
さ
ん
を
筆
頭

に
、学
生
た
ち
十
数
人
が
連
携
し

て
お
よ
そ
10
㌃
の
圃
場
に
播
種

し
ま
し
た
。同
校
研
究
科
の
平
野

堅
一
教
授
と
県
本
部
米
穀
特
産

し
な
ど
食
材
の
提
供
や
、「
か
ら

あ
げ
フ
レ
ー
バ
ー
タ
レ
3
種
」と

「
た
ま
ご
や
き
3
種
」の
レ
シ
ピ

を
提
供
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
か
ら
は「
お

む
す
び
を
作
り
ま
し
た
。熱
か
っ

た
で
す
。
楽
し
か
っ
た
で
す
」、

施
設
の
先
生
か
ら
は「
お
む
す

び
を
自
分
で
握
り
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
形
の
お
む
す
び
が
た
く
さ

ん
。
お
弁
当
箱
に
詰
め
る
際
に

は
個
性
豊
か
に
世
界
で
一
つ
だ

け
の
お
弁
当
が
で
き
ま
し
た
」

「
み
ん
な
積
極
的
に
お
手
伝
い

し
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で

久
し
ぶ
り
の
昼
食
作
り
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

事
業
企
画
課
の
池
谷
博
文
さ
ん

が
播
種
機
の
操
作
方
法
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
説
明
し
、

学
生
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
作

業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ラ
ッ
カ
セ
イ
の
基
礎

知
識
を
得
る
た
め
学
生
が
企
画

し
た
落
花
生
ク
イ
ズ
大
会
で
は
、

学
生
2
人
と
県
本
部
職
員
2
人

が
対
戦
し
、
県
内
で
初
め
て
栽

培
が
開
始
さ
れ
た
地
区
や
栽
培

面
積
に
関
す
る
問
題
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

おむすび作り お弁当箱に詰める様子

学生たちが播種した圃場

学びながら播種作業をすすめる学生
たち

主
催
：
C
P
M
生
活
者
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
㈱

協
賛
：
J
A
全
農
、全
農
パ
ー
ル
ラ

イ
ス
㈱

レシピは
こちら

YouTubeチャンネル
「ちばのうチャンネル」
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　J
A
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
は
、J
A
グ
ル
ー
プ
の
農
畜
産
物
輸
出
会
社
と
し
て
、

世
界
各
国
に
和
牛
や
米
、青
果
物
、加
工
品
な
ど
を
輸
出
し
て
い
ま
す
。  

【
広
報
・
調
査
部
】

〒101-0047
東京都千代田区内神田1-2-10 
羽衣ビル7F

1961（昭和36）年 4月

代表取締役社長 住吉 弘匡

32人
http://www.zennoh-intl.

com/index.html

会社の概要 （2022年3月31日現在）

本社所在地

事業内容

設立年月

代表者

従業員数

J
A
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱

全
農
グ
ル
ー
プ

会
社
探
訪

輸出も販路の一つとし、
国内農業生産基盤維持へ

代表取締役社長 住吉 弘匡 氏

家
集
団
で
す
。

　
全
農
グ
ル
ー
プ
の
海
外
拠
点
は
米

国
、英
国
、ブ
ル
ガ
リ
ア
、中
国
、香
港
、

マ
カ
オ
、台
湾
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
8
カ

国・地
域
に
10
カ
所
に
あ
り
、各
国
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、日
本
産
農
畜
産
物

の
販
売
や
P
R
に
取
り
組
ん
で
い
ま

業
協
同
組
合
が
協
力
し
分
散
し
て
い

る
機
能
を
一元
化
す
る
貿
易
専
門
会

社
と
し
て
、前
身
で
あ
る
㈱
組
合
貿

易
が
誕
生
し
ま
し
た
。当
時
の
定
款

上
の
事
業
内
容
は
、「
食
料
、種
子
、

飼
料
お
よ
び
原
料
、肥
料
、繊
維
、そ

の
他
の
農
林
畜
産
物
と
加
工
品
、機

械
、石
油
、鉱
工
業
製
品
の
輸
出
お

よ
び
輸
入
」と
幅
広
い
も
の
で
し
た
。

現
在
の
事
業
内
容
は
、農
畜
水
産
物

と
そ
の
加
工
品
の
輸
出
に
特
化
し
て

い
ま
す
が
、市
況
に
よ
っ
て
は
麦
、脱

脂
粉
乳
、塩
蔵
唐
辛
子
の
輸
入
も
行

い
ま
す
。

　
海
外
子
会
社
の
駐
在
員
も
含
め
、

社
員
の
約
95
％
が
全
農
を
含
む
全
農

グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
の
出
向
者
で
、

米・青
果・畜
産
な
ど
各
部
門
か
ら
選

ば
れ
集
め
ら
れ
た
輸
出
事
業
の
専
門

す
。最
近
で
は
、米
や
青
果
物
を
そ
の

ま
ま
輸
出
す
る
だ
け
で
な
く
、日
本

や
現
地
で
半
加
工
し
、付
加
価
値
を

付
け
た
販
売
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

米
国
で
は
、ブ
ロッ
ク
肉
を
顧
客
が
求

め
る
ス
テ
ー
キ
サ
イ
ズ
や
ア
ジ
ア
で
な

じ
み
の
あ
る
薄
切
り
ス
ラ
イ
ス
な
ど

に
加
工
で
き
る
肉
加
工
施
設
を
設
置

し
ま
し
た
。ま
た
、蒸
し
米
が一般
的

な
香
港
で
は
、ガ
ス
炊
飯
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
日
本
米
を
使
っ
た
弁
当
を
販

売
す
る
な
ど
、日
本
産
農
畜
産
物
と

と
も
に
日
本
の
食
文
化
も
伝
え
て
い

ま
す
。

国産農畜産物および加工品の輸出入

　当社は輸出を主業とする企業です
が、全農グループとしては「輸出はあくま
でも手段であり、目的は、国内農業生産
基盤の維持拡大、産地の収益の維持・
向上」です。もちろん、当社のタスクとし
て輸出拡大は至上命題ですが、輸出
拡大により生産量が拡大し、国内産
地・生産者が笑顔に…そして海外消費
者の方々も、当社がお届けした日本食
材・食品で笑顔になり…さらに、これら
の笑顔の光景を眺めることで、当社役
職員自身も笑顔になれる…。そのため
には「世界とつなぐ」を社是として、今後
も国内外で活躍していきます。

「
世
界
と
つ
な
ぐ
＝C

onnecting w
ith the W

orld

」

日
本
の
農
業
生
産
者
と
海
外
の
消
費
者
を
結
ぶ
懸
け
橋
に

　
国
際
的
な
協
同
組
合
貿
易
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
た
1
9
6
1（
昭

和
36
）年
に
、農
業
協
同
組
合
と
漁

公式ホームぺージはこちら

香港の食品大手と共同でガス式の日本米炊飯センターを
稼働（香港）

日本産米を使った宅配
「和（なごみ）弁当」

ライブコマースで日本の産地から現地消費者へPR

2017年秋にデビューした
石川県の新品種「ひゃくまん穀」

農
協
と
漁
協
が
連
携

協
同
組
合
貿
易
の
た
め
に
誕
生

8
カ
国
・
地
域
10
拠
点

グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
生
か
す

台
湾
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱

直
営
店
舗「
じ
ゃ
じ
ゃ
」

全農グループ海外拠点

　
ま
た
、e
コマ
ー
ス
や
ラ
イ
ブ
コマ
ー

ス
を
取
り
入
れ
、現
地
の
消
費
者
へ
日

本
産
農
畜
産
物
の
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
で
家
庭
需
要
に
も
働
き
か
け
て
い

ま
す
。

　
よ
り
良
い
世
界
を
目
指
す
た
め
の

国
際
的
で
普
遍
的
な
目
標
で
あ
る
持

続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
Gｓ
）

は
、世
界
と
つ
な
が
る
企
業
と
し
て
も

積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。食
品
を
輸

出
す
る
こ
と
自
体
は
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー

ジ
の
観
点
で
は
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、環
境
配
慮
の
点
で
航
空
便
よ
り

も
船
舶
便
、船
舶
便
よ
り
も
鉄
道
便

と
、よ
り
C
O
2
排
出
量
の
少
な
い
物

流
方
法
へ
移
行
し
て
い
く
こ
と
や
、さ

ら
に
極
力
コ
ン
テ
ナ
満
載
と
す
べ
く

複
数
品
目
の
コ
ン
テ
ナ
共
用
で
の
輸

送
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
れ
は
、

米・青
果・畜
産
、加
工
品
と
幅
広
く

扱
って
い
る
か
ら
で
き
る
強
み
で
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、加
工
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

S
D
G
s
に
か
な
う
素
材
に
変
更
し

た
り
、従
来
で
あ
れ
ば
廃
棄
す
る
し
か

な
か
っ
た
加
工
副
産
物
や
食
物
残
渣

を
原
料
と
す
る
加
工
品
の
開
発
も
進

め
て
い
ま
す
。

ロンドンの日系小売店で日本の青果物をPR（ZIE）

フィンランドで人気急上昇のテイクアウトずし
（原料米をZICが供給）

香港で日本各地のサツマイモを袋詰めし、産地リレー
販売（香港）

ざ
ん 

さ

近
年
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

S
D
G
s
に
も
取
り
組
む
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　J
A
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
は
、J
A
グ
ル
ー
プ
の
農
畜
産
物
輸
出
会
社
と
し
て
、

世
界
各
国
に
和
牛
や
米
、青
果
物
、加
工
品
な
ど
を
輸
出
し
て
い
ま
す
。  

【
広
報
・
調
査
部
】

〒101-0047
東京都千代田区内神田1-2-10 
羽衣ビル7F

1961（昭和36）年 4月

代表取締役社長 住吉 弘匡

32人
http://www.zennoh-intl.

com/index.html

会社の概要 （2022年3月31日現在）

本社所在地

事業内容

設立年月

代表者

従業員数

J
A
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱

全
農
グ
ル
ー
プ

会
社
探
訪

輸出も販路の一つとし、
国内農業生産基盤維持へ

代表取締役社長 住吉 弘匡 氏

家
集
団
で
す
。

　
全
農
グ
ル
ー
プ
の
海
外
拠
点
は
米

国
、英
国
、ブ
ル
ガ
リ
ア
、中
国
、香
港
、

マ
カ
オ
、台
湾
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
8
カ

国・地
域
に
10
カ
所
に
あ
り
、各
国
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、日
本
産
農
畜
産
物

の
販
売
や
P
R
に
取
り
組
ん
で
い
ま

業
協
同
組
合
が
協
力
し
分
散
し
て
い

る
機
能
を
一元
化
す
る
貿
易
専
門
会

社
と
し
て
、前
身
で
あ
る
㈱
組
合
貿

易
が
誕
生
し
ま
し
た
。当
時
の
定
款

上
の
事
業
内
容
は
、「
食
料
、種
子
、

飼
料
お
よ
び
原
料
、肥
料
、繊
維
、そ

の
他
の
農
林
畜
産
物
と
加
工
品
、機

械
、石
油
、鉱
工
業
製
品
の
輸
出
お

よ
び
輸
入
」と
幅
広
い
も
の
で
し
た
。

現
在
の
事
業
内
容
は
、農
畜
水
産
物

と
そ
の
加
工
品
の
輸
出
に
特
化
し
て

い
ま
す
が
、市
況
に
よ
っ
て
は
麦
、脱

脂
粉
乳
、塩
蔵
唐
辛
子
の
輸
入
も
行

い
ま
す
。

　
海
外
子
会
社
の
駐
在
員
も
含
め
、

社
員
の
約
95
％
が
全
農
を
含
む
全
農

グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
の
出
向
者
で
、

米・青
果・畜
産
な
ど
各
部
門
か
ら
選

ば
れ
集
め
ら
れ
た
輸
出
事
業
の
専
門

す
。最
近
で
は
、米
や
青
果
物
を
そ
の

ま
ま
輸
出
す
る
だ
け
で
な
く
、日
本

や
現
地
で
半
加
工
し
、付
加
価
値
を

付
け
た
販
売
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

米
国
で
は
、ブ
ロッ
ク
肉
を
顧
客
が
求

め
る
ス
テ
ー
キ
サ
イ
ズ
や
ア
ジ
ア
で
な

じ
み
の
あ
る
薄
切
り
ス
ラ
イ
ス
な
ど

に
加
工
で
き
る
肉
加
工
施
設
を
設
置

し
ま
し
た
。ま
た
、蒸
し
米
が一般
的

な
香
港
で
は
、ガ
ス
炊
飯
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
日
本
米
を
使
っ
た
弁
当
を
販

売
す
る
な
ど
、日
本
産
農
畜
産
物
と

と
も
に
日
本
の
食
文
化
も
伝
え
て
い

ま
す
。

国産農畜産物および加工品の輸出入

　当社は輸出を主業とする企業です
が、全農グループとしては「輸出はあくま
でも手段であり、目的は、国内農業生産
基盤の維持拡大、産地の収益の維持・
向上」です。もちろん、当社のタスクとし
て輸出拡大は至上命題ですが、輸出
拡大により生産量が拡大し、国内産
地・生産者が笑顔に…そして海外消費
者の方々も、当社がお届けした日本食
材・食品で笑顔になり…さらに、これら
の笑顔の光景を眺めることで、当社役
職員自身も笑顔になれる…。そのため
には「世界とつなぐ」を社是として、今後
も国内外で活躍していきます。

「
世
界
と
つ
な
ぐ
＝C

onnecting w
ith the W

orld

」

日
本
の
農
業
生
産
者
と
海
外
の
消
費
者
を
結
ぶ
懸
け
橋
に

　
国
際
的
な
協
同
組
合
貿
易
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
た
1
9
6
1（
昭

和
36
）年
に
、農
業
協
同
組
合
と
漁

公式ホームぺージはこちら

香港の食品大手と共同でガス式の日本米炊飯センターを
稼働（香港）

日本産米を使った宅配
「和（なごみ）弁当」

ライブコマースで日本の産地から現地消費者へPR

2017年秋にデビューした
石川県の新品種「ひゃくまん穀」

農
協
と
漁
協
が
連
携

協
同
組
合
貿
易
の
た
め
に
誕
生

8
カ
国
・
地
域
10
拠
点

グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
生
か
す

台
湾
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱

直
営
店
舗「
じ
ゃ
じ
ゃ
」

全農グループ海外拠点

　
ま
た
、e
コマ
ー
ス
や
ラ
イ
ブ
コマ
ー

ス
を
取
り
入
れ
、現
地
の
消
費
者
へ
日

本
産
農
畜
産
物
の
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
で
家
庭
需
要
に
も
働
き
か
け
て
い

ま
す
。

　
よ
り
良
い
世
界
を
目
指
す
た
め
の

国
際
的
で
普
遍
的
な
目
標
で
あ
る
持

続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
Gｓ
）

は
、世
界
と
つ
な
が
る
企
業
と
し
て
も

積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。食
品
を
輸

出
す
る
こ
と
自
体
は
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー

ジ
の
観
点
で
は
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、環
境
配
慮
の
点
で
航
空
便
よ
り

も
船
舶
便
、船
舶
便
よ
り
も
鉄
道
便

と
、よ
り
C
O
2
排
出
量
の
少
な
い
物

流
方
法
へ
移
行
し
て
い
く
こ
と
や
、さ

ら
に
極
力
コ
ン
テ
ナ
満
載
と
す
べ
く

複
数
品
目
の
コ
ン
テ
ナ
共
用
で
の
輸

送
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
れ
は
、

米・青
果・畜
産
、加
工
品
と
幅
広
く

扱
って
い
る
か
ら
で
き
る
強
み
で
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、加
工
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

S
D
G
s
に
か
な
う
素
材
に
変
更
し

た
り
、従
来
で
あ
れ
ば
廃
棄
す
る
し
か

な
か
っ
た
加
工
副
産
物
や
食
物
残
渣

を
原
料
と
す
る
加
工
品
の
開
発
も
進

め
て
い
ま
す
。

ロンドンの日系小売店で日本の青果物をPR（ZIE）

フィンランドで人気急上昇のテイクアウトずし
（原料米をZICが供給）

香港で日本各地のサツマイモを袋詰めし、産地リレー
販売（香港）

ざ
ん 

さ

近
年
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

S
D
G
s
に
も
取
り
組
む
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同
社
は
代
表
の
坪
井
俊
輔
さ
ん

が
2
0
1
8
年
に
兵
庫
県
で
創
業

し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
で
、衛

星
デ
ー
タ
と
人
工
知
能（
A
I
）の

活
用
に
よ
り
、作
付
け
調
査
、土
壌

分
析
、農
地
区
画
形
成
の
作
業
を

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で
効
率
化
、

高
度
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
地
域
農
業
再
生
協
議
会
が
行
う

作
付
け
調
査（
農
地
お
よ
び
作
物

の
現
地
確
認
、台
帳
記
録
な
ど
）に

関
す
る
調
査
業
務
を
、衛
星
デ
ー

タ
で
農
地
の
作
付
け
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
で
業
務
を
効
率
化
す
る

ア
プ
リ「
デ
タ
バ
」を
開
発
・
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
土
壌
分
析
で
は
、衛
星
デ
ー
タ
に

よ
り
土
壌
採
取
、分
析
、結
果
提
供

な
ど
の
一
連
の
作
業
を
効
率
化
・
短

期
間
化
す
る
ツ
ー
ル「
S
a
g
r
i
」

を
開
発
・
提
供
し
、適
切
な
施
肥
設

計
も
可
能
と
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ま
た
高
解
像
度
の
衛
星

デ
ー
タ
を
A
I
に
よ
る
解
析
を
通

じ
て
農
地
区
画
形
成
を
自
動
化
さ

せ
る
技
術「
A
I
ポ

リ
ゴ
ン
」を
開
発
し
、

国
内
で
特
許
を
取

得
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
約
5
カ
月

間
に
わ
た
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
期
間
で
は
、

上
記
ツ
ー
ル
の

J
A
グ
ル
ー
プ
や

国
内
外
で
の
普
及

を
目
指
し
て
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

　
同
社
は
2
0
2
0
年
創
業
の
名

古
屋
大
学
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
で
、
高
機
能
ソ
イ
ル
※
1（
バ
イ

オ
炭
、
土
壌
由
来
微
生
物
・
有
機

肥
料
で
構
成
す
る
培
土
）を
用
い

た
炭
素
固
定
が
可
能
な
苗
、「
宙
苗
」 

※
２
を
開
発
し
、
そ
の
普
及
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
生
産
者
が
普
段
使
用
し
て
い
る

苗
を
宙
苗
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、

苗
の
高
機
能
化
に
よ
る
土
壌
改
良

効
果
に
よ
り
短
期
間
で
良
質
な
土

壌
環
境（
微
生
物
・
物
理
・
化
学
）

を
構
築
し
、生
産
性
向
上
に
寄
与

し
ま
す
。
ま
た
宙
苗
の
導
入
に
よ

る
農
地
へ
の
炭
素
固
定
効
果
に
よ

り
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
も
寄

与
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
農
業
の

普
及
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

水
稲
、野
菜
、花
で
の
自
社
実
証
を

行
っ
て
お
り
、今
後
、協
力
生
産
者

と
の
実
証
実
験
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
約
5
カ
月
間
に
わ
た
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
期
間
で
は
、J
A
グ
ル
ー

プ
と
協
同
し
て
宙
苗
の
実
証
実
験

や
普
及
を
検
討
し
、宙
苗
を
使
用

し
た
収
量
の
増
加
、販
売
数
に
応

じ
た
炭
素
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
得
・
販

売
に
よ
り
、生
産
者
の
所
得
向
上
に

寄
与
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構

築
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

サグリ株式会社サグリ株式会社

株式会社TOWING株式会社TOWING

開発した「宙苗」

衛星データで土壌分析した圃場（ほじょう）

サービスの特徴

採
択
企
業
紹
介

採
択
企
業
紹
介
2

　
Ａｇ
Ｖｅｎ
ｔｕｒｅ 

Ｌａ
ｂ（
ア
グ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
ボ
）は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と

J
A
グ
ル
ー
プ
の
事
業
共
創
の
取
り
組
み
、J
A
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
第
4
期
で
9
社

を
優
秀
賞
と
し
て
採
択
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
2
社
を
紹
介
し
ま
す
。

 

【
経
営
企
画
部
】

Ｊ
Ａ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー（
第
4
期
）

Ｊ
Ａ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー（
第
4
期
）

※
１：
植
物
の
炭
な
ど
の
多
孔
体
に
微

生
物
を
付
加
し
、有
機
肥
料
を

混
合
し
て
適
切
な
状
態
で
管
理

し
て
製
造
す
る
人
工
土
壌
の
技

術
。国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・

食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構

が
開
発
し
た
技
術
に
基
づ
き
、

T
O
W
I
N
G
が
実
用
化
。

※
２：商
標
出
願
中

そ
ら
な
え

6
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ＪＡにしみの
（岐阜県）

概要 令和４年３月３１日現在

正組合員数　　　　 　2万507人
准組合員数　　　　 　2万258人
職員数                       801人
販売品取扱高            91億4千万円
購買品取扱高          60億3千万円
貯金残高  　         5922億3千万円
長期共済保有高  1兆789億5千万円
主な農畜産物　　米、トマト、小松菜、
　　　　　　　　　　　　  キュウリ

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
知
度
向
上
へ

イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
強
化

に
P
R
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
6
月
5
日
に
は
、
地
元
の
大

垣
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

が
主
催（
市
後
援
）の
イ
ベ
ン
ト

「
ま
ち
な
か
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
」

（
毎
月
第
1
日
曜
日
開
催
）で

即
売
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
で
は
、2
0
2
0
年

11
月
か
ら
国
際
水
準
G
A
P

（
農
業
生
産
工
程
管
理
）に
準
拠

し
た「
ぎ
ふ
清
流
G
A
P
評
価

制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

J
A
管
内
で
も
、
小
松
菜
、
水

菜
、加
工
キ
ャ
ベ
ツ
、イ
チ
ゴ
、米
、

リ
ー
フ
レ
タ
ス
と
6
団
体
・
個

人
が
認
証
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

J
A
青
年
部
や
部
会
で
も
取
得

に
向
け
た
勉
強
会
を
開
き
、
他

の
作
物
で
も
取
得
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、消
費
者
の
G
A
P
へ

の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
低
い
の
が

現
状
で
、J
A
で
は
、イ
ベ
ン
ト
で

の
広
報
活
動
を
行
う
ほ
か
、展
示

用
パ
ネ
ル
や
配
布
用
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
作
成
す
る
な
ど
し
て
積
極
的

ま
し
た
。
ま
た
、G
A
P
認
証

農
産
物
で
あ
る
小
松
菜
、
水
菜
、

リ
ー
フ
レ
タ
ス
と
管
内
農
産
物

の
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
な

ど
を
販
売
し
、
消
費
拡
大
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
同
市
の
イ
ベ
ン

ト
で
の
P
R
活
動
は
初
め
て
で
、

今
後
、毎
月
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
J
A
に
し
み
の
は
今
後
も
消

費
者
に
よ
り
安
全
で
安
心
な
農

畜
産
物
を
お
届
け
で
き
る
よ
う

G
A
P
に
取
り
組
む
農
家
を
応

援
し
、G
A
P
認
証
農
産
物
の

消
費
者
へ
の
P
R
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

多くの人がGAP農産物を購入

お
い
し
い
と
好
評
で
、自
分
で
も
作
り
た

い
と
小
松
菜
を
購
入
す
る
人
も

愛知県

福井県

石川県

長野県
岐阜県

　
J
A
に
し
み
の
管
内
は
、
岐

阜
県
内
の
米
の
生
産
量
の
約
4

割
を
占
め
る
米
ど
こ
ろ
で
す
。施

設
栽
培
も
盛
ん
で
、
冬
春
ト
マ

ト
、
小
松
菜
、
冬
春
キ
ュ
ウ
リ
な

ど
県
内
生
産
量
の
8
〜
9
割
を

占
め
る
農
畜
産
物
が
多
く
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
日
は
、「
ま
ち
な
か
ス
ク

エ
ア
ガ
ー
デ
ン
」の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

層
で
あ
る
若
年
層
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、G
A
P

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
紹
介
し

た
パ
ネ
ル
の
展
示
や
G
A
P
認

証
を
取
得
し
た
小
松
菜
を
使
用

し
た
ス
ム
ー
ジ
ー
の
試
飲
会
、料

理
レ
シ
ピ
の
配
布
な
ど
を
行
い
、

G
A
P
の
認
知
度
向
上
を
図
り

青年部のGAP勉強会

分かりやすくGAPを紹介したパネル

県
が
国
際
水
準
評
価
制
度

６
団
体
・
個
人
が
取
得

若
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

パ
ネ
ル
や
レ
シ
ピ
も
工
夫
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JAちばみどり

　千葉県銚子市や旭市を含む東総地区の豊かな地力と温
暖な気候のもと育まれたトウモロコシ「ゴールドラッシュ」を
朝採りして当日発送でお届けします。
　「ゴールドラッシュ」は、さわやかな甘みとやわらかな粒
皮、粒が大きくみずみずしいのが特長です。ゆでる、蒸す、焼
くなどの調理方法のほか、新鮮なものは生のまま食べるこ
とができます。
　生産量全国第2位を誇る千葉県産の鮮度抜群なトウモ
ロコシをぜひお楽しみください。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

トウモロコシ☆ゴールドラッシュ☆　約5ｋｇ
（12～13本入）…4000円（税込み）

「白鳳」などを使用した「ももフェア」
特別メニュー

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

JA全農提供  ＢＳフジ（ＢＳ８チャンネル）
全国各地でスポーツや芸術などを頑張る子どもたちを地元の特産品で応援！
毎週水曜21：55～22：00（再放送は毎週火曜22：55～23：00）

JA全農のインターネットショッピングモール

工品や県産米おにぎり、飛騨牛ビーフシ
チュー、飛騨牛カレーパンなどのテイクアウト
グルメも充実させ、訪れた人を楽しませまし
た。加えて、「ぎふ清流GAP」の認証を取得し
た小松菜、水菜、イチゴなど計32品目を販
売しました。
　昼ごろには県内の川の水面に住む妖精
「ミナモ」や県農畜産物のキャラクター「ぎふ
マイの里」などが会場を盛り上げ、家族連れ
などが写真撮影をして楽しんでいました。

　岐阜県本部と土岐プレミアム・アウトレット
（運営：三菱地所・サイモン㈱）は、5月28、
29日の2日間、土岐市の同アウトレットで「産
直マルシェ」を開催しました。【岐阜県本部】
　イベントは、岐阜県内外の買い物客に県
産の新鮮な青果物や特産品を広く知っても
らおうと、昨年に引き続き企画しました。
　当日は岐阜県産のエダマメ、ホウレンソ
ウなどの青果物や県産米（ハツシモ、コシヒ
カリなど）をはじめ、飛騨牛カレーなどの加

果汁が特徴の「白鳳」などを使用した特別
メニューを提供します。
　また、フェアで使用する桃は、全農が運営
する産地直送通販サイトＪＡタウンでも購入
できます。

　和歌山県では、温暖な気候条件を生かし
「日川白鳳」「白鳳」「清水白桃」「川中島白
桃」など、さまざまな品種の桃が栽培され、全
国でも有数の産地として知られています。今
回のフェアでは、香り豊かでコクがあり甘い

　全農は東京・大阪の直営飲食店舗（３店舗）で７月５～２１日の間、ＪＡグループ和歌山と
のコラボレーション企画「『ココ・カラ。和歌山』ももフェア」を開催します。

【フードマーケット事業部】

ブース出店の様子

「産直マルシェ」で岐阜県の農畜産物をPR
土岐プレミアム・アウトレットと２年連続開催

夏を彩る果実、上品な甘さと香りが自慢

東京・大阪で「『ココ・カラ。和歌山』ももフェア」

JAタウンは
こちら

みのりみのる
PJはこちら

【メニュー提供概要】
2022年７月５日（火） ～２１日（木）

みのりカフェ三越銀座店／みのる食堂三越銀座店
（東京都中央区銀座４-６-１６）
和牛とごはん焼肉じゅん枚方市役所前店
（大阪府枚方市大垣内町１-４-１０）

期 間
実施
店舗
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